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このマニュアルについて

このマニュアルには、ナショナルインスツルメンツの NI PXI-8183 組み込

み式コンピュータキットの取り付けおよび構成方法が記載されています。

ドキュメントセットの使用方法

コントローラの取り付けおよび使用手順の簡単な説明が記載されている

『NI PXI-8183 取り付けガイド』をまずお読みください。

このマニュアルには、デフォルトの取り付けおよび構成を変更する方法、

そしてハードウェアの使用に関する詳細な情報が含まれています。

表記規則

このマニュアルでは、以下の表記規則を使用しています。

→ 矢印（→）は、ネストされたメニュー項目やダイアログボックスのオプショ

ンを順に選択する操作を示します。ファイル→ページ設定→オプションと

表記されている場合は、まずファイルメニューをプルダウンし、次にページ

設定項目を選択し、最後にダイアログボックスでオプションを選択します。

このアイコンは、注意すべき重要な情報を示します。

このアイコンは、人体への損傷やデータ損失、システムクラッシュなどを

回避するために必要な注意事項を示します。 

太字 太字のテキストは、メニュー項目やダイアログボックスオプションなど、

ソフトウェアでユーザが選択またはクリックする必要がある項目を示しま

す。 また、太字のテキストはパラメータ名を示します。

斜体 斜体のテキストは、変数、強調、相互参照、または重要な概念の説明を示

します。 また、斜体のテキストは、ユーザが入力する必要がある語句また

は値のプレースホルダも示します。

monospace このフォントのテキストは、キーボードから入力する必要があるテキスト

や文字、コードの一部、プログラムサンプル、構文例を表します。 また、

ディスクドライブ、パス、ディレクトリ、プログラム、サブプログラム、

サブルーチンなどの名称、デバイス名、関数、操作、変数、ファイル名お

よび拡張子の引用にも使用されます。
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monospace bold このフォントの太字は、コンピュータの画面に自動的に表示されるメッ

セージや応答を示します。 また、他のサンプルとは異なるコードラインを

強調する場合にも使用します。

関連ドキュメント

以下のドキュメントには、このマニュアルを使用する上で役に立つ情報が

記載されています。

• 『PICMG 2.0 R3.0 CompactPCI Specification』（PCI Industrial 
Computers Manufacturers Group、英語）

• 『(C/MM) Standard for Information Technology for Transport 
Independent Printer/System Interface』（英語）、IEEE Standard 
P1284.1-1997

• 『PCI Local Bus Specification』（Revision 2.2、PCI Special 
Interest Group、英語） 

• 『PXI Hardware Specification』（Revision 2.2、PXI Systems 
Alliance、英語）

• 『PXI Software Specification』（Revision 2.3、PXI Systems 
Alliance、英語）

• 『Serialized IRQ Support for PCI Systems Specification』
（Revision 6.0、Compaq Computer et al.、英語）
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1
概要

PXI の利点

PXI バスの仕様では、工業計測用のコンパクトなモジュール式 PC プラッ

トフォームを定義しています。 PXI は、今日のデスクトップコンピュータ

ソフトウェア / ハードウェア設計の事実上の標準である PCI バスを利用

しています。 その結果、PXI ユーザは、工業計測、データ集録、オート

メーションの用途に合う機械的、電気的、およびソフトウェア機能をサ

ポートするアーキテクチャ内で PCI のすべての利点を享受しています。

工業用途を満たす PXI は、機械的整合性に優れ、ハードウェアコンポーネ

ントの取り外しがより簡単で堅牢なモジュールフォームファクタを定義す

る CompactPCI の仕様に準拠しています。 PXI 製品は、工業環境下の極

端な振動、衝撃、温度、および湿度に必要な環境パフォーマンスレベルを

より高く、より慎重に定義し提供しています。 強制環境試験よび能動冷却

が CompactPCI の機械仕様に追加されたことにより、システム統合が

簡易化され、マルチベンダ相互運用が確立されました。

また、複数のボードの同期用に統合トリガバスと基準クロック、非常に正

確なタイミングを提供するスタートリガバス、隣接する周辺機器間との側

波帯通信用にローカルバスを追加したことで、PXI は計測を行うユーザの

ニーズにより的確に対応しています。
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NI PXI-8183

説明
NI PXI-8183 PXI/CompactPCI 組み込み式コンピュータは、高性能な

PXI/CompactPCI 対応システムコントローラです。 NI PXI-8183 コント

ローラは、最新の実装技術を利用して標準の I/O 機能を単一ユニットに

統合しています。 NI PXI-8183 組み込みコントローラを PXI-1036 などの

PXI 対応シャーシと組み合わせると、PC と完全な互換性を持ち、耐久性

に優れた小型パッケージのコンピュータになります。 

モジュール
このモジュールの標準 I/O には、ビデオ、RS-232 シリアルポート、パラ

レルポート、2 つの USB ポート、10/100 ENET、PS/2 マウスとキーボー

ドポート、リセットボタン、PXI トリガ、850 MHz のプロセッサ、およ

び 40 GB（またはそれ以上）のハードドライブが含まれています。

機能概要
このセクションでは、NI PXI-8183 組み込み式コンピュータの主な論理ブ

ロックの機能に関する説明を記載します。
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NI PXI-8183 の機能概要
NI PXI-8183 は、PXI 3U サイズフォームファクタのモジュール式 PC で

す。 図 1-1 は、NI PXI-8183 の機能ブロック図です。以下の図は、示され

る各論理ブロックの説明です。

図 1-1 NI PXI-8183 ブロック図

PXI 

SO-DIMM
SDRAM
PC 100

Socket 370
CPU

I/O

I/O

PXI 

SMB-PXI

LPC

PS/2

PCI

PCI

ATA 100
IDE

2 USB

10/100BaseT

ROM

LPT 1

COM 1

/
SMB

VGA
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NI PXI-8183 は、CPU モジュールの以下の論理ブロックから構成されてい

ます。

• Socket 370 CPU は、Intel Pentium III プロセッサファミリのソケッ

ト定義です。

• SO-DIMM ブロックは、最大 512 MB まで利用できる 64 ビット

SDRAM ソケットで構成されています。

• チップセット GMCH は、CPU、SDRAM、およびビデオに接続しま

す。

• SMB-PXI トリガは、PXI トリガとフロントパネルの SMB 間で経路設

定可能な接続を提供します。

• ウォッチドッグタイマブロックは、コントローラをリセットまたはト

リガを生成することができるウォッチドッグタイマで構成されていま

す。

• チップセット ICH2 は、PCI バス USB、IDE、LPC、イーサネット

ポートに接続します。

• USB コネクタは、チップセットをユニバーサルシリアルバスインタ

フェースに接続します。

• PXI コネクタは、NI PXI-8183 を PXI/CompactPCI バックプレーン

に接続します。

• キーボード / マウスブロックには、PS/2 キーボードおよびマウスの

インタフェースが含まれます。

• スーパー I/O ブロックは、NI PXI-8183 が提供するその他の周辺機器

を示します。 NI PXI-8183 には、1 つのシリアルポートと ECP/EPP パ

ラレルポートがあります。

• IDE ブロックは、内部ハードドライブに対して高速の ATA-100 転送

を提供する専用 PCI-IDE 回路です。 IDE 機能はチップセットに組み込

まれています。

• 10/100 Enet は、10 M ビットまたは 100 M ビットイーサネットイン

タフェースのいずれかに接続します。

• 2.5 in. ハードドライブは 40 GB（またはそれ以上）です。

ナショナルインスツルメンツのソフトウェア

ナショナルインスツルメンツは、NI PXI-8183 と使用できる数種類のソフ

トウェアキットを開発しました。このソフトウェアはすでにハードドライ

ブにインストールされています。

NI-DAQ には、ご利用のアプリケーションプログラミング環境から呼び出

すことができる広範な関数ライブラリがあります。 これらの関数には、ア

ナログ入力（A/D 変換）、バッファ型データ集録（高速 A/D 変換）、アナ
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ログ出力（D/A 変換）、波形生成、デジタル I/O、カウンタ / タイマ操作、

SCXI、RTSI、セルフキャリブレーション、メッセージ処理および拡張メ

モリへのデータ集録などのルーチンが含まれます。

NI-VISA は、ナショナルインスツルメンツが実装した VISA 仕様です。 
VISA は、シリアル、GPIB、PXI、VXI、およびその他の種類の計測器と通

信し、制御するための共通 API です。 この API は、移植可能アプリケー

ションおよび計測器ドライバの作成をサポートします。 NI-VISA で PXI 計
測器ドライバを作成する方法については、『NI-VISA Getting Started 
Manual』（英語）および NI-VISAディレクトリの readme.txtファイ

ルを参照してください。

プログラミング作業を容易に行うために、NI LabVIEW と

Measurement Studio アプリケーションプログラム、および計測器ドラ

イバを使用することもできます。 これらの標準プログラムは PXI のモ

ジュール式仮想計測器の機能に対応し、PXI ソフトウェアの開発時間を短

縮することができます。 これらのプログラムは、PXI の直接制御を最大限

に活用するために作成した GPIB、シリアル、VXI 計測器ドライバの拡張

ライブラリを特徴としています。 LabVIEW と Measurement Studio に

は、計測器制御、データ集録、解析、プレゼンテーションに必要なすべて

のツールが含まれています。

LabVIEW は、IEEE 488.2 デバイス、VXI デバイス、シリアルデバイス、

PLC、およびブラグインデータ集録ボードなどの異なる多くの計測器から

データを集録でき、使用が簡単なグラフィカルプログラミング環境です。 
未処理データを集録した後に、LabVIEW の強力なデータ解析ルーチンを

使用して、未処理データを意味のあるデータに変換することができます。 
また、LabVIEW に付属する多数の計測器ドライバにより、各計測器の低

レベル制御をプログラミングする時間が不要になるため、ソフトウェアの

開発時間を大幅に短縮することができます。

Measurement Studio により、Microsoft Visual Basic、Visual C++、
および Visual Studio .NET などの標準環境を選択し、各言語特有のツール

を使用してアプリケーションを作成することが可能になります。 
Measurement Studio を使用して、迅速かつ簡単にプログラムを記述

し、必要に応じて修正することができます。

LabWindowsTM/CVITM は、仮想計測器アプリケーションを作成するため

の対話式 ANSI C プログラミング環境です。 LabWindows/CVI は、ユー

ザインタフェース作成用のドラッグアンドドロップ式エディタ、テストプ

ログラム論理構築用の完全な ANSI C 環境、自動コード生成ツールセッ

ト、そして自動テストシステム構築、監視アプリケーション、または研究

実験用のユーティリティを提供します。
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2
取り付けおよび構成

この章には、NI PXI-8183 コントローラの取り付けおよび構成に関する情

報が記載されています。

NI PXI-8183 を取り付ける

このセクションには、NI PXI-8183 の一般的な取り付け方法が記載されて

います。特定の手順および警告については、PXI シャーシのユーザマニュ

アルを参考にしてください。

1. NI PXI-8183 を取り付ける前に、シャーシの電源プラグをコンセント

に差し込みます。コントローラを取り付けている間に、電源コードが

シャーシを接地して、モジュールを電気的破損から保護します。 
（シャーシの電源スイッチがオフになっていることを確認します。）

注意 人体およびシャーシを電気事故の危険から保護するために、NI PXI-8183 モ

ジュールの取り付けが完了するまで必ずシャーシの電源を切ったままにしてく

ださい。

2. シャーシでシステムコントローラスロット（スロット 1）へのアクセ

スを遮るフィラーパネルを取り外します。

3. ケースの金属部分に触れ、衣服や身体の静電気を放電します。
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4. 図 2-1に示すように 4本のブラケット固定ネジから保護用プラスチッ

クカバーを外します。

図 2-1 ネジの保護用カバーを外す

注意 NI PXI-8183 を差し込む際に脱着ハンドルを持ち上げないでください。ハンドル

が下向きになっていないと、シャーシの脱着レールを妨げるため、モジュール

を正しく差し込むことはできません。

5. 脱着ハンドルが下向きになっていることを確認します。 NI PXI-8183
を、システムコントローラスロットの上下にあるカードガイドと揃え

ます。

6. ハンドルが脱着レールに引っ掛かるまで、ハンドルを持ちながらモ

ジュールをゆっくりシャーシに差し込みます。

7. モジュールがバックプレーンのレセプタクルコネクタにしっかりと接

続されるまで脱着ハンドルを持ち上げます。 NI PXI-8183 のフロントパ

ネルは、シャーシのフロントパネルと同位置である必要があります。

8. フロントパネルの上下で 4 つのブラケット固定ネジを締めて、

NI PXI-8183 をシャーシに固定します。

1 ネジの保護用カバー（4 つ）

1
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9. デバイスが正しく取り付けられたかどうか確認します。

10. キーボードとマウスを適切なコネクタに接続します。PS/2 キーボー

ドおよび PS/2 マウスを使用している場合は、コントローラに付属す

る Y スプリッタアダプタ（図 4-1、「Y スプリッタケーブル」を参照）

を使用して、PS/2 コネクタに接続します。

11. VGA モニタビデオケーブルを VGA コネクタに接続します。

12. デバイスをシステム構成で必要なポートに接続します。

13. シャーシの電源を投入します。

14. コントローラが起動することを確認します。 コントローラが起動しな

い場合は、第 5 章「トラブルシューティング」の「NI PXI-8183 が起

動しない場合はどうすればよいですか？」セクションを参照してくだ

さい。

図 2-2 は、NI PXI-1036 シャーシのシステムコントローラスロットに取り

付けた NI PXI-8183 を示しています。 PXI デバイスは他のどのスロットに

も取り付けることができます。

図 2-2 PXI シャーシに取り付けた NI PXI-8183 コントローラ

1 PXI-1036 シャーシ 2 NI PXI-8183 コントローラ 3 脱着レール

1

2

3

NI PXIe-1036
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PXI シャーシからコントローラを取り外す
NI PXI-8183 コントローラは、取り扱いが簡単です。 PXI シャーシからユ

ニットを取り外すには、以下の手順に従ってください。

1. シャーシの電源を切断します。

2. フロントパネルのブラケット固定ネジを外します。

3. 脱着ハンドルを下に押します。

4. ユニットをスライドしてシャーシから取り出します。

BIOS セットアップ

BIOS セットアップで NI PXI-8183 の構成設定を変更することができます。 
BIOS は、ハードウェアと PC ソフトウェア間の低レベルインタフェース

で、システムが起動されるとハードウェアを構成およびテストします。 
BIOS セットアッププログラムには、設定を構成し、NI PXI-8183 コント

ローラの機能を有効にするためのメニューが含まれています。

NI PXI-8183 コントローラはデフォルト設定のままの構成で正常に動作す

るので、BIOS セットアッププログラムを使用する必要はほとんどありま

せん。

注意 BIOS 設定を変更すると、コントローラの不正動作が発生し、コントローラを起

動できなくなる場合があります。 このような問題が起こった場合、「システム

CMOS」セクション手順に従い、デフォルト設定に復元してください。 構成を

熟知している場合を除き、設定は絶対に変更しないでください。

BIOS セットアップを起動する
BIOS セットアップユーティリティを起動するには、以下の手順に従いま

す。

1. NI PXI-8183 コントローラの電源を投入するか、再起動してください。

2. Press <DEL> to enter SETUPというメッセージが表示されたら、

キーボードの <Delete> またはテンキーの <Del> を押してください。 
Entering Setupというメッセージが表示されると、しばらくして

セットアップグログラムがロードされます。

3. BIOS セットアッププログラムを起動すると、Main メニューが表示

されます。
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以下のキーを使用して、BIOS セットアップを操作します。

• 左矢印、右矢印 : 異なるセットアップメニュー間を移動します。 サブ

メニューを表示している場合には、これらのキーは使用できません。

<Esc> を押してサブメニューを閉じる必要があります。 （テンキーの

矢印を使用するには、Num Lock をオフにする必要があります。）

• 上矢印、下矢印 : セットアップメニューのオプション間を移動しま

す。 （テンキーの矢印を使用するには、Num Lock をオフにする必要

があります。）

• <Enter>: サブメニューを展開するか、選択した構成オプションで利

用可能なすべての設定を表示します。

• <Esc>: サブメニューの親メニューに戻ります。 最上位のメニューで

は、Exit メニューへのショートカットの役割をします。

• <+> および <–>: 選択した構成オプションで利用可能なすべての設定

間を移動します。

Main セットアップメニュー
よくアクセスおよび修正される BIOS 設定は Main セットアップメニュー

にあります。 Main セットアップメニューには以下の設定が含まれていま

す。

• System Time & Date: この設定は、バッテリバックアップ式リアル

タイムクロックに格納される時間を制御します。 ほとんどのオペレー

ティングシステムには、この設定を変更するオプションが含まれてい

ます。 <+> および <–> キー、<Enter> を併用して、これらの値を変更

します。

• DMI Event Logging: この設定は、DMI Event Logging サブメ

ニューを表示します。 （「DMI Event Logging サブメニュー」セク

ションを参照してください。）

• Require Keyboard to Boot: Yes の場合、キーボードがない時もし

くは不良の時には、エラーを発生して BIOS を停止します。 No の場

合、BIOS はキーボードなしで起動することが可能です。 USB キー

ボードを使用している場合は、起動した状態で取り付けることもでき

ます。 PS/2 キーボードを使用している場合は、コントローラの電源

を切断してからキーボードを取り付ける必要があります。 このコント

ローラを「headless」モードで使用するには、このオプションを

No に設定する必要があります。 デフォルト値は、Yes です。

• Num Lock: この設定は、Num Lock を起動時にオンにするかどうか

を示します。 デフォルト値は、On です。
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• Primary/Secondary Master/Slave: これらの項目は、システムで

検出された IDE/ATA デバイスを表示します。 通常、これらの項目を

変更する必要はありません。 ただし、IDE/ATA デバイスが正常に自動

検出されない場合、項目の上で <Enter> を押し、手動で指定します。

• System Information: この設定は、NI PXI-8183 コントローラに関す

る重要なシステム情報を含む画面を表示します。

DMI Event Logging サブメニュー
BIOS 起動処理の間に発生する主なエラーはコントローラのバッテリバッ

クアップ式メモリに格納され、このサブメニューを使用してこれらのエ

ラーを参照し、消去するまで保存されます。 このログ機能により、システ

ム管理者がコントローラで発生する不具合の履歴を検出することが可能に

なります。 このサブメニューには以下の項目があります。

• View DMI Event Log: この設定は、すべてのシステムエラーと発生

した時間を含むウィンドウを表示します。

• Mark Events as Read: この設定により、現在のログエントリ以外は

表示されなくなります。 ただし、すべてのエントリはバッテリバック

アップ式メモリに保存され、このドキュメントでは扱わない他の

DMI ソフトウェアを使用して、これらのエントリを取り出すことが

できます。

• Clear All Events: この設定は、Yes 設定時、再起動で DMI イベント

ログからすべてのエントリを消去します。

• Event Logging: この設定は、イベントを記録するかしないかを制御

します。 ログ機能を無効にしても、システム性能に影響はありませ

ん。 デフォルト値は Enabled です。 

Advanced セットアップメニュー
このメニューには、通常は修正を必要としない BIOS 設定が含まれていま

す。 起動できないディスクやリソースの競合などの特定の問題が発生する

場合は、これらの設定を調べる必要がある場合もあります。

注意 このメニューの設定を変更すると、コントローラが不安定になったり、起動で

きなくなる場合があります。 この場合、「システム CMOS」セクションの手順に

従い、BIOS 設定をデフォルト設定に戻します。

Advanced セットアップメニューには以下の設定が含まれています。

• Reset Configuration Data: コントローラの EEPROM の一部は、

ESCD（Extended System Configuration Data）領域として指定さ

れています。 BIOS およびプラグアンドプレイオペレーティングシス

テムは、この表を使用してシステム周辺機器が正しく動作していた状

態の構成を保存します。 リソースの競合または周辺機器の不具合が発
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生した場合は、この設定を Yes に設定して、BIOS が次の起動時に

ESCD を再び作成するように強制します。 この操作が必要になること

はほとんどありません。

• Integrated Peripherals: この設定を使用して、Integrated 
Peripherals サブメニューを表示します。 （「Integrated 
Peripherals サブメニュー」セクションを参照してください。）

• Local Bus IDE Adapter: NI PXI-8183 コントローラには 2 つの統合

IDE/ATA チャンネル（プライマリとセカンダリ）があり、これらの

チャンネルは 2 つの ATA デバイス（マスタとスレーブ）をサポート

することができます。 この設定を使用して、これらの統合チャンネル

の 1 つまたは複数を無効にします。 このマニュアルの他のセクション

で記載している場合にのみこの設定を変更してください。 デフォルト

値は Both です。

• Quick Boot Mode: このオプションを有効にすると、通常失敗しな

い長い BIOS テストがスキップされ、コントローラの起動時間が短く

なります。 デフォルト値は Enabled です。

• Summary Screen: この設定は、BIOS の初期化が完了した後に、起

動される前に表示される概要を表示する画面を制御します。 この画面

を無効にすると、コントローラの起動時間を短縮できます。 デフォル

ト値は Disabled です。

• PXE Network Boot: この設定は、サブネットのネットワーク PXE
サーバからの起動オプションを有効にします。 デフォルト値は

Disabled です。

Integrated Peripherals サブメニュー
このサブメニューを使用して、デフォルト以外の構成を NI PXI-8183 コン

トローラのフロントパネルの周辺機器に適用します。 通常、出荷時のデ

フォルト設定は最適な互換性および構成を提供するため、これらの設定を

修正する必要はありません。

• Serial Port A & B: この設定は COM1 および COM2 を有効または無

効にします。 この設定を Enabled に変更して、ポートのベースアド

レスおよび割り込み要求レベル（IRQ）を修正することもできます。 
NI PXI-8183 には COM2 がないため、Serial Port B は常に無効状態

です。 デフォルト値は Auto で、COM1 を 0x3F8 IRQ 4、COM2 を

0x2F8 IRQ 3 に配置します。

• Parallel Port: この設定を使用して LPT1 を有効または無効にします。 
この設定を Enabled に変更して、ポートのベースアドレス、IRQ レ

ベル、および ISA ダイレクトメモリアクセス（DMA）チャンネルを

修正することもできます。 デフォルト値は Auto で、必要時に ISA 
DMA チャンネル 3 を使用して LPT1 を 0x378, IRQ 7 に配置します。
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• Parallel Port Mode: PC 業界では長年にわたり、このポートの複数

の異なる操作モードが作成されています。 通常、デフォルト設定をす

べてのアプリケーションに使用できます。 ただし、デフォルト以外の

設定が必要なパラレルポートデバイスでは、設定を変更することがで

きます。 デフォルト値は、IEEE 1284 の全機能で Bidirectional です。

• Floppy Drive: パラレルポートコネクタ上でピンを介して 3.5 in. フ
ロッピードライブを操作するために使用する内部信号を経路設定する

ことができます。 この設定を使用して、専用の外部フロッピードライ

ブで PXI-8183 コントローラを操作します。 通常は、このオプション

でユニバーサルシリアルバス（USB）フロッピードライブを使用する

ことが望ましいです。このオプションでは、特別に設計したドライブ

とケーブルが必要になります。 （ピン配列については、第 3 章「I/O
情報」の「パラレルポート」セクションを参照してください。） この

オプションを Parallel Port に設定すると、通常の LPT1 の機能が無

効になります。 デフォルト値は Disabled です。

• Legacy USB Support: この設定を使用して、PS/2 式周辺機器のよう

に USB キーボードおよびマウスを使用します。 これらのデバイスを

USB がサポートされていないオペレーティングシステムで使用し、

USB フロッピーまたは CD-ROM から起動する場合には、この設定を

有効にする必要があります。 BIOS セットアップ画面は、この設定に

関係なく USB キーボードで動作します。 特定のリアルタイムアプリ

ケーションでは、この設定を無効にしてループ時間のジッタを減らす

必要がある場合もあります。 デフォルト値は Enabled です。

PXI セットアップメニュー
このメニューを使用して、特定の信号を PXI バックプレーンに接続しま

す。 通常、これらの設定を変更する必要はありません。 ただし、このマ

ニュアルの他のセクションで、変更が必要であり、予期しない動作の原因

になると記載されている場合もあります。

• INTP Routing: PXI デバイスをプライマリ IDE コントローラとして機

能させるために、INTP を ISA IRQ 14 に経路設定することができま

す。 デフォルト設定は Not Routed です。

• INTS Routing: PXI デバイスをセカンダリ IDE コントローラとして機

能させるために、INTS を ISA IRQ 15 に経路設定することができま

す。 特定の PXI キャリアカードで INTS を使用するために、INTS をコ

ントローラの 21 フレーム Serialized IRQ 入力に経路設定することが

できます。 デフォルト設定は Not Routed です。

メモ INTS または INTP が ISA IRQ に経路設定される場合、この経路が正常に機能する

ために統合 IDE/ATA コントローラの 1 つ以上のチャンネルを無効にする必要が

あります。



第 2 章 取り付けおよび構成

© National Instruments Corporation 2-9 NI PXI-8183 ユーザマニュアル

LabVIEW RT セットアップメニュー

メモ このメニューは、コントローラが LabVIEW RT に対応する場合にのみ表示され

ます。

LabVIEW RT がコントローラにインストール済みの場合、このメニュー

を使用して LabVIEW RT のための起動オプションを構成します。 
LabVIEW RT を使用していない場合は、これらの設定をデフォルトのま

まにする必要があります。

メモ これらの設定により、SW1 上のスイッチの動作は無効になります。 詳細につい

ては、「LabVIEW RT 構成スイッチ」セクションを参照してください。 スイッチ

からの設定を使用するには、各オプションに対して Use Hardware Switch を

選択します。

• Boot Configuration: この設定は、コントローラが LabVIEW RT、
LabVIEW RT Safe Mode、または Windows XP などインストールし

たどの OS を起動するかを選択します。 デフォルト値は Use 
Hardware Switch です。

• Disable Startup VI: スタートアップ VI が原因でコントローラがアク

セスできない場合、このスイッチを使用して起動時に VI が自動的に

実行されないようにします。 デフォルト値は Use Hardware Switch
です。

• Reset IP Address: コントローラが最初に構成したサブネットとは異

なるサブネットに配置されている、または現在の IP が無効である場

合、LabVIEW RT 起動中にこのスイッチを使用して、IP アドレスを

0.0.0.0にリセットします。 デフォルト値は Use Hardware Switch
です。

Security セットアップメニュー
このメニューを使用して、システムレベルのパスワードを NI PXI-8183 コ

ントローラに適用します。 これらのパスワードにより、BIOS セットアッ

ププログラム、フロッピードライブ、起動可能なデバイスにインストール

したオペレーティングシステムへのアクセスを制限することができます。 
パスワードを忘れた場合は、CMOS 内容を「システム CMOS」セクショ

ンに記載した工場出荷時のデフォルト設定に戻すことができます。

メモ 大半のシャーシ構成では、アクセス権限のないユーザが、CMOS 内容を工場出

荷時のデフォルト設定にリセットするジャンパに容易にアクセスすることがで

きます。 このコントローラのセキュアなセットアップのために、ナショナルイン

スツルメンツではこのドキュメント内容以外に規定を設けることを推奨してい

ます。
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Security セットアップメニューには以下の設定が含まれています。

• Set Supervisor Password: この設定は、管理者レベルの BIOS セッ

トアップ画面と起動へのアクセスを制御するパスワードを設定しま

す。 デフォルト値は no password です。

• Set User Password: この設定は、ユーザレベルの BIOS セットアッ

プ画面と起動へのアクセスを制御するパスワードを設定します。 ユー

ザパスワードを使用して BIOS セットアップを入力する場合、BIOS
設定で修正できるのはユーザパスワードのみです。 デフォルト値は

no password です。

• Password on Boot: この設定は、オペレーティングシステムを起動

するのにコントローラで管理者またはユーザのパスワードが必要かど

うかを制御します。 起動時に管理者のパスワードを入力した場合、管

理者レベルでディスクにアクセスすることができます。 起動時にユー

ザのパスワードを入力した場合、ユーザレベルでディスクにアクセス

することができます。

• Write Protect Boot Sector: Yes に設定すると、INT 13h サービスを

介してハードディスクのブートセクタが変更されるのを防ぎます。こ

れにより、コントローラが特定のコンピュータウイルスに感染するの

を防ぐことができます。 この設定は、ハードディスクに直接アクセス

する 32 ビットのオペレーティングシステムドライバによるブートセ

クタの変更を防ぎません。 デフォルト値は No です。

メモ 現在のパスワードを無効にするには、フィールドで <Enter> を押して、新しい

パスワードのフィールドを空白のままにします。

Boot セットアップメニュー
この画面は、コントローラに関連するデバイスの起動順序を表示します。 
BIOS は、この一覧の上から下に進み、起動可能なデバイスを検索しま

す。 BIOS が起動可能なデバイスを検出できない場合は、Operating 

System Not Foundというメッセージが表示され、システムは停止しま

す。

• Removable Devices: 起動の一覧には、フロッピードライブ、ZIP
ドライブ、複数の USB ベースのデバイスが含まれます。

• Hard Drive: 起動の一覧には、システムで検出されたすべての

IDE/ATA および USB ハードディスクが含まれます。 このエントリで

<Enter> を押して展開し、個々の IDE/ATA ハードドライブの起動順

序を選択します。

• CD-ROM Drive: 起動の一覧には、USB ドライブを含むすべてのクラ

スの CD-ROM ドライブが含まれます。
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メモ SCSI ホストアダプタがシステムに存在する場合、このメニューには SCSI デバ

イス用の追加エントリがあります。

PXE Network Boot が有効である場合、このメニューにはイーサネットインタ

フェース用の追加エントリがあります。

BIOS セットアップを終了する
Exit セットアップメニューには、BIOS のデフォルト構成の終了、保存、

およびロード用のあらゆるオプションが含まれています。 この画面の代わ

りに、<F9> を押して BIOS のデフォルト設定をロードし、 <F10> を押し

て変更を保存し、セットアップを終了することもできます。

Exit セットアップメニューには以下の設定が含まれています。

• Exit Saving Changes: BIOS 設定への変更は、バッテリバックアッ

プ式システム CMOS に格納されます。 その後、セットアッププログ

ラムが終了し、コントローラを再起動します。

• Exit Discarding Changes: このセッション中に BIOS セットアップ

プログラムで変更した BIOS 設定は、破棄されます。 その後、セット

アッププログラムを終了し、再起動をせずにコントローラを起動しま

す。

• Load Setup Defaults: この設定は、すべての BIOS 設定を工場出荷

時のデフォルトに戻します。 これは、不正または無効な設定により、

コントローラの予期せぬ動作が起こる場合に便利です。 起動順序、パ

スワード、およびキーボードなしの操作などのデフォルト以外の設定

が工場出荷時のデフォルトに戻ることに注意してください。 これによ

り、好ましくない動作が起こったり、カスタマイズが多くされている

場合は、コントローラの動作不良や、起動の失敗の原因となる場合が

あります。

• Discard Changes: このセッション中に BIOS セットアッププログラ

ムで変更した BIOS 設定は、破棄されます。 Exit Discarding 
Changes とは異なり、BIOS セットアップは継続してアクティブで

す。

• Save Changes: このセッションの間に BIOS 設定に加えられた変更

は、バッテリバックアップ式システム CMOS に格納されます。 セッ

トアッププログラムはアクティブなままで、更に変更することができ

ます。
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システム CMOS
NI PXI-8183 には、BIOS 構成情報の格納に使用するバックアップメモリ

が含まれています。

CMOS 内容をクリアするためには、以下の手順に従ってください。

1. シャーシの電源を切断します。

2. シャーシからコントローラを取り外します。

3. 図 2-3 に示すように、J1 のジャンパをピン 1 ～ 2 からピン 2 ～ 3 に

移動します。

注意 ジャンパをピン 2 ～ 3 に取り付けたままにしないでください。そうすると、

電池寿命が低下します。

4. 1 秒間待機します。 ジャンパをピン 1 ～ 2 に戻します。

5. コントローラをシャーシに再度取り付けます。 

図 2-3 CMOS 内容をクリアする（図は NI PXI-8183）

1 通常動作（デフォルト） 2 CMOS 内容クリア時 3 ピン 1

1 2

3
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LabVIEW RT 構成スイッチ

メモ これらのスイッチは、コントローラが LabVIEW RT に対応する場合にのみ機能

します。

LabVIEW RT がコントローラにインストール済みの場合、LabVIEW RT
構成スイッチを使用して LabVIEW RT を構成します。 LabVIEW RT を使用

していない場合、これらのスイッチは OFF の位置のままである必要があ

ります。 コントローラがこれらのスイッチを読み取るのは、システムリ

セット後のみです。 変更を反映するには、コントローラを再起動する必要

があります。

NI PXI-8183 コントローラには、以下の LabVIEW RT 構成スイッチが含ま

れます。

• スイッチ 1—Reset IP Address: このスイッチを ON に設定して、

IP アドレスを 0.0.0.0に、他の TCP/IP 設定をデフォルトにリセッ

トします。 コントローラを異なるサブネットに配置する場合、または

現在の TCP/IP 設定が無効の場合にこのスイッチを使用します。

• スイッチ 2—Disable Startup VI: スタートアップ VI が原因でコント

ローラにアクセスできない場合、このスイッチを ON に設定して、

起動時に VI が自動的に実行されないようにします。

• スイッチ 3—Boot Safe Mode: このスイッチを ON に設定して

LabVIEW RT をセーフモードで起動し、TCP/IP 設定を再構成し、ソ

フトウェアをホストコンピュータからダウンロードまたはアップデー

トします。 このスイッチにより、スイッチ 1 の動作は無効になりま

す。コントローラをセーフモードで起動すると、組み込み LabVIEW 
RT エンジンは起動しません。 設定またはソフトウェアの変更後に、

このスイッチが OFF の状態でコントローラを再起動し、通常の操作

を再開します。

• スイッチ 4—Boot LabVIEW RT: このスイッチを ON に設定して、

LabVIEW RT を起動します。
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図 2-4 は、LabVIEW RT 構成スイッチの位置を示しています。 この図で示

したスイッチは OFF の位置にあります。

図 2-4 LabVIEW RT 構成スイッチ

ドライバおよびソフトウェア

ハードドライブにインストールしたファイルおよびディレクトリ
ハードドライブには、周辺機器用ソフトウェアおよびマニュアルのソフト

コピーが含まれる imagesと呼ばれるルートディレクトリが含まれてい

ます。 imagesディレクトリの下のディレクトリ構造は、複数のレベルに

論理的に構成されています。

imagesディレクトリには、manualsディレクトリ、osディレクトリ、

および各コンピュータ周辺機器用ディレクトリがあります。

1 スイッチ 1: Reset IP Address
2 スイッチ 2: Disable Startup VI

3 スイッチ 3: Boot Safe Mode
4 スイッチ 4: Boot LabVIEW RT

2
3

4

1
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manualsディレクトリには、Adobe Acrobat 形式のクイックリファレ

ンスガイド、テクニカルリファレンスマニュアル、およびナショナルイン

スツルメンツのソフトウェアマニュアルが含まれています。 マニュアルに

アクセスするには、ディレクトリを c:¥images¥pxi-8180¥manualsに

変更し、ディレクトリの内容の一覧を表示します。 各周辺機器に対応する

複数のファイルが表示されます。

osディレクトリには、コンピュータにインストールされたオペレーティ

ングシステムに対応するサブディレクトリが含まれています。

残りのディレクトリは、システム内の各周辺機器に対応しています。 これ

らの各ディレクトリには、周辺機器用ドライバがあります。 これらのファ

イルおよびディレクトリは製造元の配布ディスクからそのままコピーされ

るため、周辺機器により命名規則が異なります。

命名規則が統一されていないため、ナショナルインスツルメンツは

c:¥images¥pxi-8180ディレクトリにある drivers.txt（テキスト

ファイル）を提供しています。 drivers.txtファイルでは、各周辺機器

用サポートをインストールする方法について説明しています。 周辺機器デ

バイスのドライバをインストールする際に、このファイルを参照してくだ

さい。

PXI の特長

PXI のトリガ接続
NI PXI-8183 フロントパネルの SMB コネクタは、ソフトウェアを介して

PXI バックプレーントリガラインと接続できます。 トリガの割り当てプロ

セスは、2 つのリソースが同じトリガラインに接続されて、トリガが 2 回

発生し、場合によりハードウェアが損傷するのを防ぎます。 このマニュア

ルのリリース時に、このソフトウェアを使用することができません。ナ

ショナルインスツルメンツでは、一時的に使用するトリガ経路設定ソフト

ウェアユーティリティを提供しています。 詳細については、ni.com/jp/
supportからナショナルインスツルメンツにお問い合わせください。

RAM をアップグレードする

SO-DIMM をアップグレードすると、NI PXI-8183 の RAM 容量を変更す

ることができます。

RAM をアップグレードするには、PXI シャーシから NI PXI-8183 を取り

外します。 交換する SO-DIMM モジュールを取り外し、図 2-5 に示すよう

に、ソケットに新しい SO-DIMM を取り付けます。
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ナショナルインスツルメンツは、NI PXI-8183 コントローラと使用できる

以下のタイプの SO-DIMM を提供しています。

• 256 MB、32 MB  64、7.5 ns、1.05 in.（最大）

• 512 MB、64 MB  64、7.5 ns、1.05 in.（最大）

メモ ナショナルインスツルメンツでは、販売する SO-DIMM が NI PXI-8183 で動作す

ることを試験および検証済みです。ナショナルインスツルメンツから SO-DIMM
モジュールを購入することをお勧めします。 その他の市販の SO-DIMM モジュー

ルは正常に動作することが保証されていません。

図 2-5 NI PXI-8183 コントローラに SO-DIMM を取り付ける

（図は NI PXI-8183）

ハードドライブのリカバリ

NI PXI-8183 コントローラには、Phoenix Technologies Ltd. の
Firstware ツール（Recover または Vault、あるいは両方）が含まれてい

ます。 これらのツールを使用して、ハードドライブの小さな保護領域から

ハードディスクの工場出荷時の状態に復元することができます。 この保護

領域には、出荷時に提供したハードディスクのイメージが含まれていま

す。 ソフトウェアを元の状態に復元する必要がある場合は、初期起動処理

中にホットキーを押して、このイメージにアクセスすることができます。 

1 SO-DIMM モジュール 2 SO-DIMM ソケット

1

2
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これらのツールに関する詳細については、c:¥Images¥Firstwareディ

レクトリにあるハードドライブ上のドキュメントを参照してください。

メモ システムホットキーは <Alt> です。 Phoenix Firstware リカバリツールにアクセ

スするには、起動プロセス中に画面が最初に表示されたら、<Alt> を押したまま

にします。

工場出荷時にインストールされていたオペレーティングシステムを CD
から復元する必要がある場合は、USB CD-ROM ドライブなどの外部

CD-ROM ドライブで、付属するインストール CD を使用することができ

ます。 OS インストール CD を使用して PXI コントローラを起動し、OS
を復元します。 CD を使用して OS を復元した後に、その他のソフトウェ

アを再インストールする必要がある場合もあります。

メモ Firstware またはインストール CD を使用して OS を復元すると、ハードディス

クの内容が消去されます。 必要なファイルはバックアップしてください。

OS をインストールする

NI PXI-8183 コントローラには、プリインストールした OS が含まれてい

ます。 場合によっては、OS を再インストールするか、異なる OS をイン

ストールすることもできます。 その場合、以下のガイドラインに注意して

ください。

CD-ROM からインストールする
NI PXI-8183 では、USB CD-ROM から Windows XP をインストールでき

ます。 ただし、その他の多くのオペレーティングシステムは USB 
CD-ROM からインストールできません。 たとえば、Windows 2000 には

CD-ROM デバイスのドライバがないため、インストールプロセス中に中

止されます。

DOS ドライバを使用すれば、Windows 9xオペレーティングシステムを

インストールすることができます。 ただし、DOS ドライバを搭載してい

るのは少数の USB CD-ROM ドライブのみです。

USB CD-ROM ドライブの代わりに、PXI-SCSI アダプタで外部 SCSI 
CD-ROM を使用することができます。
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ネットワークからインストールする
以下の手順を実行して、ネットワークから OS をインストールします。

1. ネットワーク起動ディスクを作成します。 （OS インストール CD の

netbootフォルダにある readme.txtファイルを参照してくださ

い。）

2. CD-ROM ドライブがあるネットワーク上の別の PC を使用します。 
ドライブを共有し、OS インストール CD をロードします。

3. ネットワークの起動ディスクを使用して、NI PXI-8183 を起動します。

4. a:ドライブからネットワークユーティリティを実行します。 共有

CD-ROM（ドライブ z:など）をマッピングします。

5. ¥os¥i386ディレクトリから winnt.exeを実行します。

メモ 自動実行モードでインストールを開始するには、以下のコマンドを入力します。 

z:¥os¥i386¥winnt.exe /u:z:¥os¥pxi8180.txt /s:z:¥os¥i386

オペレーティングシステムのインストールおよび変更の詳細については、ni.com/
supportにアクセスし、技術サポートデータベースでドキュメント ID「2ZKC02OK」

（「PXI、VXI コントローラへのハードドライブ復元と OS インストール」）を検索してくだ
さい。
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3
I/O 情報

フロントパネルコネクタ

表 3-1 は、さまざまな周辺機器および対応する NI PXI-8183 外部コネク

タ、バスインタフェース、および機能の一覧です。

表 3-1 NI PXI-8183 周辺機器の概要

周辺機器 外部コネクタ 機能

ビデオ 15 ピン D-SUB
（標準 VGA）

ダイナミックビデオメモリと統合

シリアル COM1 RS-232 シリア
ルポート
（9 ピン D-SUB）

16550 シリアルポート

10/100
イーサネット

イーサネット イーサネットネットワーク接続

パラレル パラレルポート
（IEEE 1284）

拡張機能

USB 4 ピンシリーズ

A レセプタクル
ユニバーサルシリアルバス
（すべてのモデルに 2 ポート）

キーボード / マウス PS/2 PS/2 式キーボードとマウス
（マウスには PS/2 Y スプリッタが必要）

PXI トリガ トリガ PXI トリガをバックプレーントリガバスと接続
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フロントパネル

図 3-1 は、NI PXI-8183 のフロントパネルの配置および寸法を示します。

寸法は、インチ [ ミリメートル ] で示されています。

図 3-1 NI PXI-8183 フロントパネルの配置および寸法

NI PXI-8183
Embedded Controller
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VGA
図 3-2 は、NI PXI-8183 の VGA コネクタの位置およびピン配列を示しま

す。表 3-2 は、VGA コネクタ信号の一覧および説明です。

製品番号 748364-1（ハウジング）および 748333-2（接続ピン）のメイ

トコネクタの製造元は、AMP です。

図 3-2 VGA コネクタの位置およびピン配列

表 3-2 VGA コネクタ信号

ピン 信号名 信号の説明

1 R 赤

2 G 緑

3 B 青

4 NC 未接続

5 GND グランド

6 GND グランド

7 GND グランド

8 GND グランド

9 +5V 5 V

10 GND グランド

11 NC 未接続

VGA

11 6 1

15 10 5
NI PXI-8183

Embedded Controller
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COM1
図 3-3 は、NI PXI-8183 の COM1 コネクタの位置およびピン配列を示し

ます。表 3-3 は、COM1 コネクタ信号の一覧および説明です。

シリアルポートメイトコネクタ（製品番号 745491-5）の製造元は、AMP
です。

図 3-3 COM1 コネクタの位置およびピン配列

12 SD シリアルデータ

13 HSync 水平同期

14 VSync 垂直同期

15 SC シリアルクロック

表 3-3 COM1 コネクタ信号

ピン 信号名 信号の説明

1 DCD* データキャリア検出

2 RXD* データ受信

3 TXD* データ転送

4 DTR* データ端末レディ

5 GND グランド

表 3-2 VGA コネクタ信号（続き）

ピン 信号名 信号の説明

COM1

1

5 9

6

NI PXI-8183
Embedded Controller
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イーサネット
図 3-4 は、NI PXI-8183 のイーサネットコネクタの位置およびピン配列を

示します。表 3-4 は、イーサネットコネクタ信号の一覧および説明です。

メイトコネクタ（製品番号 554739-1）の製造元は、AMP です。

図 3-4 イーサネットコネクタの位置およびピン配列

6 DSR* データセットレディ

7 RTS* 送信準備完了

8 CTS* 送信可

9 RI* 被呼表示

表 3-4 イーサネットコネクタ信号

ピン 信号の説明

1 差動転送

2 差動転送

3 差動受信

4 NC

5 NC

6 差動受信

表 3-3 COM1 コネクタ信号（続き）

ピン 信号名 信号の説明

1

8

NI PXI-8183
Embedded Controller
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パラレルポート
図 3-5 は、NI PXI-8183 の IEEE 1284（パラレル）コネクタの位置および

ピン配列を示します。表 3-5 は、IEEE 1284（パラレル）コネクタ信号の

一覧および説明です。

パラレルポートアダプタケーブルは、ナショナルインスツルメンツから購

入可能です（製品番号 777169-01）。

図 3-5 パラレルポートコネクタの位置およびピン配列

7 NC

8 NC

表 3-4 イーサネットコネクタ信号（続き）

ピン 信号の説明

36

19

18

1

NI PXI-8183
Embedded Controller
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表 3-5 パラレルポートコネクタ信号

ピン

デフォルト構成（LPT） フロッピー構成 1

信号名 信号の説明 信号名 信号の説明

1 BUSY* デバイスビジー MTR1* ディスク 1 のモーター

2 SLCTIN* 入力を選択 Step* ステップパルス

3 ACK* 肯定応答 DS1* ドライブ選択 1

4 FAULT* 障害 WDATA* ディスクデータを書き込み

5 ERROR エラー HDSEL* ヘッド選択

6 PD0 データビット 0 Index* インデックスパルス入力

7 PD1 データビット 1 TRK0* トラック 0

8 PD2 データビット 2 WRTPRT* 書き込み禁止

9 PD3 データビット 3 RDATA* ディスクデータを読み取り

10 PD4 データビット 4 DSKCHG* ディスク変更

11 PD5 データビット 5 未使用 —

12 PD6 データビット 6 MTR0* ディスク 0 のモーター

13 PD7 データビット 7 未使用 —

14 INIT* プリンタを初期化 DIR* ステップ方向

15 STROBE* ストローブ DS0* ドライブ選択 0

16 SLCT 選択 WGATE* ゲートを書き込み

17 AUTOFD 自動改行 DRVDEN0* 密度選択

18 +5V +5 V +5V +5 V

19–35 GND グランド GND グランド

36 NC 未接続 NC 未接続

1 第 2 章「取り付けおよび構成」の「BIOS セットアップ」セクションを参照してください。
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ユニバーサルシリアルバス
図 3-6 は、NI PXI-8183 のユニバーサルシリアルバス（USB）コネクタの

位置およびピン配列を示します。表 3-6 は、USB コネクタ信号の一覧お

よび説明です。

USB メイトコネクタ（製品番号 787633）の製造元は、AMP です。

図 3-6 USB コネクタの位置およびピン配列

表 3-6 USB コネクタ信号

ピン 信号名 信号の説明

1 VCC ケーブル電源（+5 V）

2 –Data USB データ –

3 +Data USB データ +

4 GND グランド

USB
4

1

NI PXI-8183
Embedded Controller
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PS/2
図 3-7 は、NI PXI-8183 の PS/2 コネクタの位置およびピン配列を示しま

す。表 3-7 は、PS/2 コネクタ信号の一覧および説明です。

PS/2 キーボードと PS/2 マウスの両方を NI PXI-8183 に接続するには、コ

ントローラに付属する Y スプリッタアダプタケーブル（図 4-1 の「Y スプ

リッタケーブル」を参照）を使用します。

交換用の Y スプリッタケーブルは、ナショナルインスツルメンツから購

入可能です（製品番号 778713-01）。

図 3-7 PS/2 コネクタの位置およびピン配列

表 3-7 PS/2 コネクタ信号

ピン 信号名 信号の説明 Y スプリッタキーボード Y スプリッタマウス

1 DATA データ（キーボード） データ（キーボード） 接続なし

2 NC データ（マウス） 接続なし データ（マウス）

3 GND グランド グランド グランド

4 +5V +5 V + 5 + 5

5 CLK クロック（キーボード） クロック（キーボード） 接続なし

6 NC クロック（マウス） 接続なし データ（マウス）

PS/2
1

2
4

35

6

NI PXI-8183
Embedded Controller
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トリガ
TRIG コネクタは、PXI トリガとバックプレーンバス間を接続設定するた

めのソフトウェア制御のトリガ接続です。

図 3-8 は、NI PXI-8183 での TRIG コネクタの位置を示します。 表 3-8 は、

トリガコネクタ信号の一覧および説明です。

図 3-8 TRIG コネクタの位置およびピン配列

表 3-8 TRIG コネクタ信号

ピン 信号名 信号の説明

1 TRIG トリガ

2（シールド） GND グランド

1
2

NI PXI-8183
Embedded Controller
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フロントパネルの機能

NI PXI-8183 のフロントパネルには、以下の機能が搭載されています。

• システムリセット押しボタン（2 秒以上ボタンを押して、コントロー

ラをリセットします）。

• PC の状態を示す 2 つのフロントパネル LED。

– POWER OK LED は、電源が投入された状態で、リセットがア

サートされないことを示します。

– DRIVE LED は、内部ハードディスクへのアクセスが発生したこ

とを示します。

データストレージ

NI PXI-8183 データストレージには、以下の機能が搭載されています。

• 内部 IDE ハードドライブ

– 2.5 in. ノートブック対応ハードドライブ

– 最大 ATA-5（UDMA 100）まで対応

• USB ストレージサポート : USB CD-ROM、フロッピードライブ、ま

たは大容量記憶デバイス
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4
構成についての一般的な質問

この章には、NI PXI-8183 組み込みコントローラ使用時の構成に関する一

般的な質問の回答が記載されています。

一般的な質問

NI PXI-8183 フロントパネルの LED は何を示していますか？

緑色の LED は、NI PXI-8183 への電源が仕様の範囲内であることを示しま

す。 監視される電源は、3.3 V、5 V、+12 V、および内部調整したプロ

セッサコア電圧です。 ハードドライブ LED は、NI PXI-8183 上でハードド

ライブが動作している時に点灯します。

メモリ、ハードドライブ、時間 / 日付などの構成はどのように確認するこ

とができますか？

BIOS のセットアップでこれらのパラメータを参照することができます。 
BIOS セットアップを起動するには、NI PXI-8183 を再起動し、メモリテス

トの実行中に <Delete> を押します。 詳細については、第 2 章「取り付け

および構成」の「BIOS セットアップを起動する」セクションを参照して

ください。

内部 IDE ハードドライブと外部 SCSI ハードドライブを同時に使用するこ

とは可能ですか？

はい。可能です。

起動オプション

どのデバイスから起動することができますか？

NI PXI-8183 は以下のデバイスから起動することができます。

• 内部 IDE ハードドライブ

• 外部 SCSI ハードドライブまたは CD-ROM（PXI-8214 などの SCSI
アダプタを使用する場合）

• USB ハードドライブまたは CD-ROM などの外部 USB 大容量記憶デ

バイス

• 外部 USB フロッピードライブ
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メモ USB デバイスから起動する際にいくつかの制限があります。 Windows XP は

USB CD-ROM からインストールできますが、Windows の以前のバージョンは

インストールできません。 NI PXI-8183 の BIOS は、USB デバイスが DOS 環境で

動作するように構成します。

コントローラがこれらのデバイスから起動するように構成するにはどうす

ればよいですか？

コントローラを構成するには、2 つの方法があります。

• セットアップを起動し、Boot メニューを選択します。 すべての起動

可能なデバイスがデバイスタイプの順番で表示されます。 <+> および

<–> を押して起動の順番を設定することができます。 デバイスタイプ

順およびデバイスタイプ内のデバイス順を設定します。

• 起動する順番を一切変更せずに異なるデバイスから起動するには、

POST 中に <Esc> を押します。 BIOS が POST を完了し、コントロー

ラが OS を起動する直前に、Boot メニューが表示されます。 起動す

るデバイスのタイプを選択することができます。

メモ 2 つのデバイスで同じ IDE チャンネルを共有することはできません。これによ

り、ハードウェアが破損する可能性があります。 プライマリチャンネルのために

PC カード ATA ドライブを構成する場合は、内部 IDE ドライブを取り外す必要

があります。

ケーブルおよび接続

コントローラに PS/2 マウスおよび PS/2 キーボードをどのように接続す

ればよいですか？

NI PXI-8183 では PS/2 マウスと PS/2 キーボードコネクタが組み合わされ

ているため、NI PXI-8183 と一緒に出荷される PS/2 Y スプリッタケーブル

（図 4-1 を参照）を使用して、PS/2 マウスと PS/2 キーボードを接続する

必要があります。

図 4-1 Y スプリッタケーブル
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交換用の Y スプリッタケーブルを入手するにはどうすればよいですか？

Y スプリッタケーブル（製品番号 778713-01）は、ni.com/productsの

オンラインカタログから入手できます。

Y スプリッタケーブルがない場合はどうすればよいですか？その場合もマ

ウスとキーボードを使用することができますか？

Y スプリッタケーブルがない場合は、PS/2 キーボードを PS/2 コンボコネ

クタに接続します。 ただし、Y スプリッタなしで PS/2 マウスを使用する

ことはできないため、シリアルまたは USB マウスを使用してください。

NI PXI-8183 に標準 25 ピン LPT ケーブルをどのように接続すればよいで

すか？

NI PXI-8183 では C タイプ LPT コネクタを使用します。 大半のパラレル

ポートデバイスでは、A タイプのコネクタを使用します。 デバイスを標準

A タイプ LPT コネクタと併用するには、C タイプ -A タイプ LPT アダプタ

を使用する必要があります。 パラレルポートアダプタケーブル（製品番号 
777169-01）は、ni.com/productsのオンラインカタログから入手でき

ます。

オペレーティングシステムおよびソフトウェアドライバ
のインストール

ビデオドライバをインストールまたは再インストールするにはどうすれば

よいですか？

ハードドライブまたはリカバリ CD-ROM の Drivers.txtファイルを参

照してください。

イーサネットドライバをインストールまたは再インストールするにはどう

すればよいですか？

ハードドライブまたはリカバリ CD-ROM の Drivers.txtファイルを参

照してください。
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CD からソフトウェアをインストールするにはどうすればよいですか？

NI PXI-8183 はコンパクトサイズであるため、統合型 CD-ROM ドライブ

を搭載できません。 Windows XP を使用している場合は、以下のオプショ

ンがあります。

• USB CD-ROM: Windows XP は、ブートインストール CD を使用し

た USB CD-ROM からのインストールに対応。

• SCSI、LPT、または PC Card ベースの CD-ROM: 他のタイプの

CD-ROM ドライブが使用可能。 Windows XP がこのドライブに対応

しているかどうかを製造元に確認してください。

• マッピングされたネットワークドライブ : イーサネットを使用して別

のコンピュータに接続することが可能。 別のコンピュータ上で

CD-ROM ドライブを共有する場合、共有 CD-ROM ドライブを

NI PXI-8183 上のドライブ名にマッピングすることができます。

シャーシ構成

シャーシと動作するように NI PXI-8183 を設定するにはどうすればよいで

すか？

コントローラにプリインストールされたソフトウェアの

Measurement & Automation Explorer（MAX）を使用して、PXI シス

テムを構成することができます。MAX では、PXI システムのレイアウト

およびパラメータを定義する pxisys.iniファイルを作成します。 

単一または複数のシャーシシステムにおいて、その構成手順は同じです。
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図 4-2 MAX でのマルチシャーシ構成

PXI システム構成
1. MAX を起動します。

2. ツリー構図で、デバイスとインタフェースをクリックして展開しま

す。

3. PXI システムコントローラが構成されていない場合は、PXI システム

（指定なし）として表示されます。 このエントリを右クリックして

ポップアップメニューを表示し、次に次のモデルとして識別サブメ

ニューから適切なコントローラモデルを選択します。

4. PXI システムコントローラをクリックします。 この下にシャーシ（マ

ルチシャーシ構成では複数）がリストされています。 エントリを右ク

リックして各シャーシを識別し、次に次のモデルとして識別サブメ

ニューから適切なシャーシモデルを選択します。 さらに PXI システム

を展開すると、NI-VISA で認識されるシステム内のすべてのデバイス

が表示されます。 コントローラおよびすべてのシャーシが識別される

と、必要な pxisys.iniファイルの生成が完了します。
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PXI の仕様では、PXI シャーシとシステムモジュールで多くの組み合わせ

が利用可能です。 システムインテグレータのために、PXI シャーシおよび

システムモジュールの製造元は製品の機能をドキュメント化する必要があ

ります。 最小要件を記載したドキュメントは、ASCII テキストで構成され

た .iniファイルに含まれています。 システムインテグレータ、構成ユー

ティリティおよびデバイスドライバはこれらの .iniファイルを使用する

ことができます。 

シャーシの機能を記載したドキュメントは、シャーシの製造元が提供する

chassis.iniファイルに含まれています。 このファイルに含まれる情報

は、システムコントローラに関する情報に組み込まれて、pxisys.ini
（PXI システム初期化）と呼ばれる単一のシステム初期化ファイルを作成

します。 NI PXI-8183 では MAX を使用して、chassis.iniファイルから

pxisys.iniファイルを生成します。

デバイスドライバおよび他のユーティリティソフトウェアは、

pxisys.iniファイルを読み取って、システム情報を取得します。 初期化

ファイルの詳細については、www.pxisa.org（英語）にある PXI の仕様

を参照してください。

アップグレード情報

システムメモリをアップグレードするにはどうすればよいですか？

SO-DIMM をアップグレードすると、NI PXI-8183 の RAM 容量を変更す

ることができます。

RAM をアップグレードするには、PXI シャーシから NI PXI-8183 を取り

外します。 交換する SO-DIMM モジュールを取り外し、図 4-3 に示すよう

に、ソケットに新しい SO-DIMM を取り付けます。 

ナショナルインスツルメンツは、NI PXI-8183 コントローラと使用できる

以下のタイプの SO-DIMM を提供しています。 

• 256 MB、32 MB  64、7.5 ns、1.05 in.（最大）

• 512 MB、64 MB  64、7.5 ns、1.05 in.（最大）

メモ ナショナルインスツルメンツでは、販売する SO-DIMM が NI PXI-8183 で動作す

ることを試験および検証済みです。ナショナルインスツルメンツから SO-DIMM
モジュールを購入することをお勧めします。 その他の市販の SO-DIMM モジュー

ルは正常に動作することが保証されていません。
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図 4-3 NI PXI-8183 コントローラに SO-DIMM を取り付ける

新しい BIOS をアップデートするにはどうすればよいですか？

BIOS アップデートの詳細については、ni.com/jp/supportにアクセス

し、技術サポートデータベースでドキュメント ID「2GIGKD0Z」
（「PXI/VXI 組み込みコントローラ BIOS バージョンの判断およびアップグ

レードについて」）を検索してください。

最新のソフトウェアドライバはどこから入手することができますか？

ni.com/support/pxisupp.htmから最新のドライバをダウンロードす

ることができます。

NI PXI-8183 には内部フロッピードライブがありません。外部ドライブを

使用する方法はありますか？

はい、あります。 NI PXI-8183 コントローラは USB フロッピードライブに

対応し、このドライブから起動することができます。 詳細については、

「起動オプション」セクションを参照してください。

USB フロッピードライブ（製品番号 778492-02）は、ナショナルインス

ツルメンツにより提供されています。

1 SO-DIMM モジュール 2 SO-DIMM ソケット

1

2
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NI PXI-8183 上の LPT ポートも、BIOS セットアップにより LPT 信号では

なくフロッピー信号用に構成することができます。 フロッピードライブの

ピン配列については、第 3 章「I/O 情報」を参照してください。

PXI 構成

フロントパネルで SMB トリガをどのように使用すればよいですか？

詳細については、第 2 章「取り付けおよび構成」の「PXI の特長」セク

ションを参照してください。

NI PXI-8183 が PXI-8220 と動作しない理由は何ですか？

Serialized IRQ が PXI-8220 と NI PXI-8183 で競合するため、ISA 割り込み

を使用した PC カードが NI PXI-8183 コントローラで動作できなくなりま

す。 NI PXI-8183 と動作するように設計された PXI-8221 を代わりに使用す

る必要があります。
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5
トラブルシューティング

この章には、NI PXI-8183 組み込み式コンピュータ使用時のトラブル

シューティングに関する一般的な質問の回答が記載されています。

NI PXI-8183 が起動しない場合はどうすればよいですか？

コントローラが起動しない要因はいくつかあります。 以下は、考えられる

要因と解決策です。

注意点 

• どの LED が点灯していますか？ Power OK LED が点灯している必要

があります。 Drive LED は、ディスクにアクセスし、起動する間点滅

します。 

• ディスプレイに何が表示されていますか？ 特定の画面（BIOS、オペ

レーティングシステムなど）で停止していますか？ 画面に何も表示

されていない場合は、他のモニタを使用してみてください。 モニタを

異なる PC と使用できますか？ 停止してしまう場合は、ナショナル

インスツルメンツの技術サポートにお問い合わせの際、画面に何が最

後に表示されていたかをお伝えください。

• システムに変更はありましたか？ 最近、システムを移動しました

か？ 雷雨が発生しましたか？ 最近、新しいモジュール、メモリチッ

プ、またはソフトウェアを追加しましたか？

解決策

• シャーシが正常に機能している電源に差し込まれていることを確認し

ます。 

• シャーシのヒューズまたはサーキットブレーカ、もしくは電源（UPS
など）を確認します。

• コントローラモジュールがシャーシにしっかり取り付けられているこ

とを確認します。

• シャーシからその他のすべてのモジュールを取り外します。

• 不要なケーブルまたはデバイスを取り外します。

• コントローラを異なるシャーシに取り付けます。

• 類似したコントローラを同一のシャーシに取り付けます。

• コントローラのハードドライブを修復します。

• CMOS をクリアします。 （第 2 章「取り付けおよび構成」の「シス

テム CMOS」セクションを参照してください。）
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Windows の画面が表示される前までコントローラは正常に起動します

が、この画面が正常に表示されません。 文字化け、白または黒い画面が発

生する、あるいはモニタに非同期のメッセージが表示されます。

ビデオカード出力がモニタの制限以上に設定されている場合、このような

問題が発生します。 Windowsをセーフモードで起動する必要があります。 
このためには、コントローラを再起動してください。 Windows が起動を

開始したら、<F8> キーを押します。 ビデオドライバをリセットして、設

定値を低くします。 解像度を 640  480、リフレッシュレートを 60 Hz に

設定します。 再起動した後に、Windows のテストオプションを使用して、

これらの値を高くすることができます。 これらの設定は、コントロールパ

ネルの画面の詳細設定タブで変更できます。 あるいは、より新しくて大き

な別のモニタで試します。

特定のモジュールがシャーシに取り付けられていない間は、システムが正

常に起動します。

この問題の最も考えられる要因として、モジュールの破損が挙げられま

す。 モジュールを異なるシャーシに取り付ける、または異なるコントロー

ラと動作させます。 また、システムに接続した外部ケーブルまたは端子台

を取り外します。 それでもモジュールが動作しない場合、破損しているこ

とが考えられます。 この問題を解決するには、モジュールの製造元にお問

い合わせください。

トラブルシューティングが必要なシャーシおよびコントローラに特有の詳

細情報については、ni.com/jp/supportから技術サポートデータベース

または製品マニュアルのセクションを参照してください。

CMOS が破損しています。デフォルト設定に戻すにはどうすればよいで

すか？

1. 第 2 章「取り付けおよび構成」の「BIOS セットアップを起動する」

セクションに記載した BIOS セットアッププログラムを起動します。

2. <F9> を押して、BIOS のデフォルトをロードします。

3. 確認プロンプトに対して Y（Yes）と回答します。

4. Save and Exit Setup を選択します。

別の方法で CMOS をクリアするには、第 2 章「取り付けおよび構成」の

「システム CMOS」セクションに記載した手順に従ってください。
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A
仕様

この付録には、NI PXI-8183 組み込み式コンピュータの電気、機械、およ

び環境仕様が記載されています。

電気特性

物理特性
ボード寸法 ........................................................ PXI 3U サイズモジュール 

4.1  13  21.6 cm
（1.6  5.1  8.5 in.）

スロット要件.................................................... 1 つのシステムスロットと 1 つの

コントローラ拡張スロット

適合性.................................................................  『PXI Hardware 
Specification』（Revision 2.2、
英語）に完全準拠

MTBF................................................................... MTBF については、ナショナルイ

ンスツルメンツにお問い合わせく

ださい。

重量 ..................................................................... 0.82 kg（1.80 lb）標準

電圧（V）

電流（A） 

標準 最大

+3.3 3.0 A 4.0 A

+5 4.5 A 6.0 A

+12 0.01 A 0.04 A

–12 0.0 A 0.0 A
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動作環境
周囲温度範囲1 .................................................. 5 ～ 50 ℃2 , 3

（IEC-60068-2-1 および

IEC-60068-2-2 に準拠して試験

済み。）

相対湿度範囲 .................................................... 10 ～ 90%、結露なきこと

（IEC-60068-2-56 に準拠して試験

済み。）

高度...................................................................... 2,000 m （周囲温度 25 ℃時）

汚染度 ................................................................. 2

室内使用のみ

注意 PXI-8183 を掃除する際は、金属製でない柔らかいブラシを使用してください。 
再び使用する前に、デバイスが完全に乾き汚染物質がないことを確認します。

保管環境
周囲温度範囲 .................................................... –40 ～ 65 ℃

（IEC-60068-2-1 および

IEC-60068-2-2 に準拠して試験

済み。）

相対湿度範囲 .................................................... 5 ～ 95%、結露なきこと

（IEC-60068-2-56 に準拠して試験

済み。）

耐衝撃 / 振動
動作時衝撃 ........................................................  最大 30 g（半正弦波）、

11 ms パルス

（IEC-60068-2-27 に準拠して試験

済み。MIL-PRF-28800F に準拠し

てテストプロファイルを確立。）

1   ni.com（英語）のオンラインカタログから入手できないシャーシの動作温度については、ナショナルインスツルメンツにお問

い合わせください。
2   NI PXI-1036 リビジョン D 以降、NI PXI-1036DC リビジョン C 以降のバージョンでは、5 ～ 50 ℃です。

3   NI PXI-1036 リビジョン B と C、NI PXI-1036DC リビジョン B では、5 ～ 40 ℃です。
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ランダム振動

動作時 ........................................................ 5 ～ 500 Hz、0.3 grms

（ソリッドステートハードドライ

ブ付き）

非動作時.................................................... 5 ～ 500 Hz、2.4 grms

（IEC-60068-2-64 に準拠して試験

済み。非動作時のテストプロファ

イルは MIL-PRF-28800F、
Class B の要件を上回る。）

メモ 仕様は事前の通知なしに変更されることがあります。

安全性
この製品は、計測、制御、実験に使用される電気装置に関する以下の規格

要件を満たすように設計されています。

• IEC 61010-1、EN 61010-1

• UL 61010-1、CSA 61010-1

メモ UL およびその他の安全保証については、製品ラベルまたは「オンライン製品認

証」セクションを参照してください。

電磁両立性
この製品は、計測、制御、実験に使用される電気装置に関する以下の

EMC 規格の必要条件を満たすように設計されています。

• EN 61326 (IEC 61326): Class A エミッション、基本イミュニティ

• EN 55011 (CISPR 11): Group 1、Class A エミッション

• AS/NZS CISPR 11: Group 1、Class A エミッション

• FCC 47 CFR Part 15B: Class A エミッション

• ICES-001: Class A エミッション

メモ 製品の EMC 決定に適用する基準に関しては、「オンライン製品認証」セクショ

ンを参照してください。 

メモ EMC に適合させるには、このデバイスをシールドケーブルと併用してくださ

い。
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CE マーク準拠
この製品は、該当する EC 理事会指令による基本的要件に適合していま

す。

• 2006/95/EC、低電圧指令（安全性）

• 2004/108/EC、電磁両立性指令（EMC）

オンライン製品認証
その他の適合規格については、適合宣言（DoC）をご覧ください。

この製品の製品認証および適合宣言を入手するには、ni.com/
certification（英語）にアクセスして型番または製品ラインで検索し、

保証の欄の該当するリンクをクリックしてください。

環境管理
ナショナルインスツルメンツは、環境に優しい製品の設計および製造に努

めています。 NI は、製品から特定の有害物質を除外することが、環境のみ

ならず NI のお客様にとって有益であると考えています。

環境の詳細な情報については、ni.com/environment（英語）の

「NI and the Environment」を参照してください。 このページには、ナショ

ナルインスツルメンツが準拠する環境規制および指令、およびこのドキュメ

ントに含まれていないその他の環境に関する情報が記載されています。

廃電気電子機器（WEEE）
欧州のお客様へ 製品寿命を過ぎたすべての製品は、必ず WEEE リサイクルセンターへ

送付してください。WEEE リサイクルセンターおよびナショナルインスツルメンツの

WEEE への取り組みについては、ni.com/environment/weee.htm（英語）を参照して

ください。

電池交換および廃棄
このデバイスには、長寿命のコイン電池が含まれています。電池交換が必

要な場合は、日本ナショナルインスツルメンツの技術サポート（ni.com/
jp/support）までご連絡ください。

交換後は、古い電池をリサイクルしてください。詳細については、

ni.com/environmentをご覧ください。

RoHS
National Instruments  (RoHS)

National Instruments RoHS ni.com/environment/rohs_china
(For information about China RoHS compliance, go to ni.com/environment/rohs_china.)
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B
技術サポートおよび
プロフェッショナル
サービス

技術サポートおよびその他のサービスについては、NI のウェブサイト

（ni.com/jp）の下記のセクションを参照してください。

• サポート — 技術サポート（ni.com/jp/support）には以下のリ

ソースがあります。

– セルフヘルプリソース — 質問に対する回答やソリューションが
必要な場合は、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト

（ni.com/jp/support）でソフトウェアドライバとアップデー
ト、検索可能な技術サポートデータベース、製品マニュアル、
トラブルシューティングウィザード、種類豊富なサンプルプログ
ラム、チュートリアル、アプリケーションノート、計測器ドライ
バなどをご利用いただけます。 ユーザ登録されたお客様は、

NI ディスカッションフォーラム（ni.com/jp/dforum）にアク
セスすることもできます。  

– 標準サポート・保守プログラム（SSP）—NI のアプリケーション
エンジニアによる電話または E メールでの個別サポート、サー
ビスリソースセンターからのオンデマンドトレーニングモジュー
ルのダウンロードが可能となるプログラムです。 このプログラム
には製品ご購入時にご加入いただき、その後 1 年ごとに契約更
新してサービスを継続することができます。 

その他の技術サポートオプションについては、ni.com/jp/
servicesをご覧いただくか、ni.com/contactからお問い合
わせください。 

• トレーニングと認定 — 自習形式のコースキットやインストラクタに

よる実践コースなどのトレーニングおよび認定プログラムについて

は、ni.com/jp/trainingを参照してください。

• システムインテグレーション — 時間の制約がある場合や社内の技術

リソースが不足している場合、またはプロジェクトで簡単に解消しな

い問題がある場合などは、ナショナルインスツルメンツのアライアン

スパートナーによるサービスをご利用いただけます。 詳しくは、NI 営
業所にお電話いただくか、ni.com/jp/allianceをご覧ください。

• 適合宣言（DoC）— 適合宣言とは、適合宣言書によるさまざまな欧

州閣僚理事会指令への適合宣言です。 この制度により、電磁両立性

（EMC) に対するユーザ保護や製品の安全性に関する情報が提供され



付録 B 技術サポートおよびプロフェッショナルサービス

NI PXI-8183 ユーザマニュアル B-2 ni.com/jp

ます。 ご使用の製品の適合宣言は、ni.com/certification（英語）

から入手できます。

• Calibration Certificate— ご使用の製品でキャリブレーションがサ

ポートされている場合、ni.com/calibrationから Calibration 
Certificate（英語）を取得できます。

NI のウェブサイト（ni.com/jp）を検索しても問題が解決しない場合は、

NI の国内営業所または米国本社までお問い合わせください。 海外支社の電

話番号は、このマニュアルの冒頭に記載されています。 また、NI ウェブサ

イトの Worldwide Offices セクション（ni.com/niglobal（英語））か

ら海外支社のウェブサイトにアクセスすることもできます。 各支社のサイ

トでは、お問い合わせ先、サポート電話番号、E メールアドレス、現行の

イベント等に関する最新情報を提供しています。



© National Instruments Corporation G-1 NI PXI-8183 ユーザマニュアル

用語集

記号 接頭語 値

n ナノ 10–9

μ マイクロ 10–6

m ミリ 10–3

k キロ 103

M メガ 106

G ギガ 109

T テラ 1012

シンボル

% パーセント。

° 度。

Ω オーム。

A

A アンペア。

AC Alternating Current（交流）。

ASIC Application Specific Integrated Circuit（特定アプリケーション用の集

積回路）。

B

B バイト。

BIOS Basic Input/Output System（基本 I/O システム）。 BIOS 機能は、すべて

の PC または PC 互換機の基本レベルで、BIOS 関数は、コンピュータ

ハードウェアのリソースを有効に使用するのに必要な基本操作を実行しま

す。
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C

C 摂氏。

CMOS Complementary Metal Oxide Semiconductor（相補型金属酸化膜半

導体）。チップ実装に使用するプロセス。

CompactPCI より堅牢な機械的フォームファクタを必要とする産業用および /
または組み込みアプリケーション向けに、PCI 仕様を改良したもの。 
CompactPCI は、ラックマウントシステムのコンパクトサイズと堅牢性

のみならず、PCI の高性能を必要とするアプリケーションに対して、標準

規格のフォームファクタを提供する。

D

DC Direct Current（直流）。

DIMM Dual In-line Memory Module（デュアルインラインメモリモジュール）。

DMA Direct Memory Access（ダイレクトメモリアクセス）。CPU（中央処理

装置）の介入なしでデータがデバイスと内部メモリ間で転送される方法。

DRAM ダイナミック RAM（ランダムアクセスメモリ）。コンピュータが頻繁に

更新する必要があるストレージ。

E

ECP Extended Capabilities Port（拡張機能ポート）。

EDO 拡張データ出力。

EEPROM Electronically Erasable Programmable Read Only Memory（電気的

に消去可能な読み出し専用メモリ）。

EMC Electromagnetic Compatibility（電磁両立性）。

EMI Electromagnetic interference（電磁妨害）。

EPP Enhanced Parallel Port（拡張パラレルポート）。

F

FCC Federal Communications Commission（米国連邦通信委員会）。
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G

g 1. グラム。

2. 9.8 m/s2 に等しい加速度の単位。

GPIB General Purpose Interface Bus（汎用インタフェースバス）

（IEEE 488）。

grms ランダム振動の単位。 ランダム振動のテストプロファイルにおける加速レ

ベルの 2 乗平均平方根。

H

Hz ヘルツ。1 秒あたりの周期数。

I

I/O Input/Output（入力 / 出力）。機器とユーザ間の通信を実現するのに使用

する技術、メディアおよびデバイス。

IDE Integrated Drive Electronics（統合ドライブエレクトロニクス）。ハー

ドディスクおよび組み込みコントローラ。

IEEE Institute of Electrical and Electronics Engineers（米国電気電子技術者

協会）。

in. インチ。

IRQ* 割り込み信号。

ISA Industry Standard Architecture（業界標準アーキテクチャ）。初期 PC
バスアーキテクチャ、特に 16 ビット AT バスを指す。

K

KB メモリのキロバイト数。
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L

LAN Local Area Network（ローカルエリアネットワーク）。限定した地域内

でユーザに通信を提供するネットワーク。 サーバ、ワークステーション、

ネットワークオペレーティングシステムおよび通信リンクから構成され

る。

LED Light-emitting diode（発光ダイオード）。

M

m メートル。

MB メモリのメガバイト数。

MTBF Mean time between failure（平均故障間隔）。

MTTR Mean time to repair（平均復旧時間）。

N

NI-488 または NI-488.2 GPIB システム用ナショナルインスツルメンツ製ソフトウェア。

NI-DAQ データ集録計測器用ナショナルインスツルメンツ製ソフトウェア。

NI-VISA ナショナルインスツルメンツが実装した VISA 標準。インタフェースに依

存しないソフトウェアで、VXI、GPIB およびシリアル計測器に統一した

プログラミングインタフェースを提供する。

NMI Non-maskable interrupt（マスク不可能割り込み）。他の割り込みが無

効にできない優先度の高い割り込み。 パリティ、バス、および数値演算コ

プロセッサのエラーなどの不具合を報告するのに使用される。

P

PCI Peripheral Component Interconnect（周辺機器相互接続）。 PCI バス

は、多重化アドレスおよびデータラインを備えた高性能 32 ビットまたは

64 ビットバス。

PCMCIA Personal Computer Memory Card International Association（PC メ

モリーカード国際協会）。
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POST Power On Self Test（電源投入時の自己テスト）。

PXI PCI eXtensions for Instrumentation の略で、高性能の計測要件を満たす

電気的機能を CompactPCI に実装したもの。トリガ、ローカルバス、

およびシステムクロック機能を提供する。 また、CompactPCI 製品との

双方向の相互運用性も提供する。

R

RAM Random Access Memory（ランダムアクセスメモリ）。コンピュータ

の主要ワークスペース。

RAMDAC ランダムアクセスメモリ D/A 変換器（DAC）。カラーパレットを維持し、

メモリからのデータをモニタ用のアナログ信号に変換する VGA コント

ローラチップ。

RMS Root Mean Square（二乗平均平方根）。「grms」も参照。

RTC リアルタイムクロック。時間を維持し、時間共有操作のためにタイミング

信号を提供することもできる電気回路。

S

s 秒。

SO-DIMM Small Outline Dual In-line Memory Module（小型デュアルインライン

メモリモジュール）。

SRAM スタティック RAM。電源を維持する必要があるメモリチップ。 ダイナ

ミック RAM チップのようにリフレッシュ回路を必要としないが、より多

くの領域を占め、消費電力も高い。

ST 開始トリガ。

U

USB Universal Serial Bus（ユニバーサルシリアルバス）。
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V

V ボルト。

VGA Video Graphics Array（ビデオグラフィックスアレイ）。すべての PC
のビデオディスプレイに求められる必要最低限の標準規格。

W

W ワット。

か

拡張 ROM オンボード EEPROM。デバイス特有の初期化およびシステム起動機能を

搭載する場合がある。

き

キャッシュ 頻繁に使用するデータを一時的に格納するのに使用する高速メモリの一

部。

く

組み込み式コントローラ PXI バックプレーンに直接接続するインテリジェント CPU（コントロー

ラ）インタフェースで、これによりコントローラが PXI バスに直接アクセ

スすることができる。PXI インタフェース機能のすべてが組み込まれてい

る必要がある。

け

計測器ドライバ 特定の計測器または計測器ファミリを制御するために設計されたルーチン

のセット。LabWindows/CVI または LabVIEW 用に必須の関連ファイ

ル。

し

周辺機器 モニタ、キーボード、プリンタ、プロッタ、ディスクまたはテープドライ

ブ、グラフィックスタブレット、スキャナ、マウスなどのコンピュータに

接続するハードウェアデバイス。
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す

スタートリガスロット PXI メインフレームのスロット 2 に位置し、各周辺機器スロット間の専用

トリガラインを持つ。 ST 機能を搭載したモジュールでこのスロットを使用

すると、個々のトリガをその他全ての周辺機器に提供することが可能。

スレーブ PXI デバイスの機能部分。PXI マスタが開始したデータ転送サイクルを検

出し、アドレスがデバイスのレジスタの 1 つを指定する際に検出した

データ転送に応答する。

は

バックプレーン コネクタおよびコネクタピンを接続するための信号パスがあるプリント回

路基板のアセンブリ。

ま

マスタ PXI バックプレーン上でデータ転送を開始する PXI デバイスの機能部分。 
転送は読み取りまたは書き込みのいずれかになる。

り

リソース ISA 割り込みレベル、DMA チャンネルおよび I/O アドレスを含むコン

ピュータ内デバイスで使用するハードウェア設定。

わ

割り込み デバイスが別のデバイスからのサービスを要求する手段。

割り込みレベル デバイスが割り込みできる相対的優先順位。
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